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小笠原村の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

１/24 現在 

父島 

94.0/100 

母島  

93.8/100 

12 月気象状況（父島）

最高気温   23.6℃ 

最低気温   10.8℃ 

平均気温   18.5℃ 

平均湿度   61％ 

月降水量   29.5mm

住民基本台帳登録者数（１/１）  

            2,359 人 

             父島      母島    

   人口     1,919 人   440 人 

  世帯数    1,037 人  237 人 

短期滞在者       21 人      18 人 

ＮＯ．５０８ 

平成 18 年(2006) 

２/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

 平成１７年度 小笠原村防災訓練の実施  
 

【日時】２月２４日（金） 午前９時より 
 

※ 訓練の詳細につきましては、村民だより「防災訓練特集号」でお知らせします。 
 

 昨年度の訓練に引き続き、東南海・南海地震発生に伴う津波の来襲を想定し、安全な場所（避難所）への避難

訓練を中心に行います。 
 津波発生時に速やかに避難できるよう、また津波に対する防災意識の向上のため、村民の皆様の参加をお願

いします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１ 

 

津津波波がが起起ききたたらら……  
 

 小笠原諸島は、東南海・南海地震防災対策推進地域に指定されています。また、四方を海に囲まれてい

るため、東南海・南海地震に限らず、どこから津波が来ても影響を受ける可能性があります。 
 村民の皆さんには、何があっても人命を第一に考え『津波が来る前に高台へ逃げる』を常に心がけてく

ださい。興味本位で海岸に近づくことなどは、絶対にしないでください。 
 

  

 注意報（警報）が出たら、すぐ海を離れよう  
 

◎ 津波警報（津波の高さが１ｍ以上と予測される時）の場合 
 

防災無線により 避 難 指 示 → 指示に従い、高台へ避難してください  
 

◎ 津波注意報（津波の高さが１ｍ未満と予測される時）の場合 
 

防災無線により 避 難 勧 告 → 津波に注意し、いつでも避難ができる準備をしておく 

                また、海岸付近には近づかない 
 
 

 強い揺れを感じたら、海岸から離れ、とにかく高台へ  
  

◎ 地震の少ない小笠原ですが、もしも強い揺れを感じたときには、避難情報を待たず高台へ避難して 
ください。 

  
※今後も、津波についての情報や注意事項・対策などを随時お知らせしてまいります。 
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 小笠原ロードレース大会結果  
 

１月 22 日（日）に実施されましたロードレース大会の、各部門の上位結果を紹介いたします。 
 

今大会は、時折晴れ間がのぞくものの、曇り空で風が強くベスト

コンディションではなかったにもかかわらず、250 名以上の参加者

があり、日ごろの練習の成果を十分に発揮し、各部門において熱

戦が繰り広げられました。大会の運営にご協力頂きました各関係

機関、および諸団体の皆様に、紙面をお借りしてお礼申し上げま

す。以下が各部門の表彰者です。（敬称略） 

 ●問合せ先 小笠原ロードレース実行委員会 

               （教育委員会内）２―３１１７ 

 小 笠 原 村 消 防 団 出 初 式  
 

 

１月８日（日）に母島沖港岸壁で小笠原村消防団母島分団出初式が、１月１４日（土）には父島二見桟橋船客待合所で小笠原村消防

団出初式が挙行されました。 
当日は、母島・父島ともに曇りがちの天気でしたが、式典・放水演習を無事行うことができました。式典終了後には、父・母両

島のたくさんの子供たちを消防自動車に乗せて式典会場の周りを走り、消防団員と子供たちとの交流を図りました。 
 

◆ 出初式で紹介した平成１７年中の表彰 ◆ 
 

 
【消防団員表彰】 
《勤 続 ３ ０ 年 特 別 表 彰》 築舘 宏文（母島） 
《勤 続 ２ ０ 年 特 別 表 彰》 伊豆 吉英（母島） 
《小笠原村長特別功労賞》 寺戸 慈須（母島）  
《小 笠 原 村 長 功 労 賞》 小田川辰夫（父島） 

菊池 国治（父島） 
大塚 宏幸（父島） 

《消防庁長官永年勤続功労章》 佐藤 直樹（母島） 
《日 本 消 防 協 会 精 積 章》 伊豆 吉英（母島） 
《東 京 都 消 防 褒 賞》 伊豆 吉秀（母島） 
《東京都消防協会功労章》 赤坂 晴彦（父島） 
《東京都消防協会優良章》 常磐 隆二（父島） 

 

 放水演習（父島）

 母島分団員整列  

 
 

【一般男子の部 ６ｋｍ  】 

第１位 平山 正彦 22分33秒 

第２位 和田 勉之 22分45秒 

第３位 牛島 康博 23分14秒 

【一般男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 門馬 利弘 14分28秒 

第２位 河田健太郎 15分44秒 

第３位 高橋 光夫 18分03秒 

【一般女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 岡山 香織  18分35秒 

第２位 新井 貴美 19分03秒 

第３位 戸塚ゆかり 19分35秒 

【小学生低学年男子の部 ２ｋｍ】 

第１位 西村 雄海 ８分41秒 

第２位 川越 翔太 ８分49秒 

第３位 岡本 良也 ８分55秒 

【小学生低学年女子の部 ２ｋｍ】 

第１位 赤坂 美咲 ８分57秒 

第２位 森岡 瑞稀 ９分12秒 

第３位 牛島 夕芽 ９分36秒 

【小学生高学年男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 坂本 竜一 16分31秒 

第２位 山本 純輝 17分17秒 

第３位 加納  潤  17分28秒 

【小学生高学年女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 池田 遥香 19分19秒 

第２位 染谷 未緒 19分47秒 

第３位 菅野 量子 20分01秒 

【中高生徒男子の部 ６ｋｍ 】 

第１位 稲垣 武士 24分27秒 

第２位 片桐 陽太 24分53秒 

第３位 佐藤 健一 25分19秒  

【中高生徒女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 セーボレー沙彩  19分36秒 

  第２位 井ノ口真夏 19分50秒 

  第３位 伊藤 空美 20分51秒
 

【団体の部 男子 ６ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 空自硫黄島  ２時間01分45秒

第２位 小笠原村役場 ２時間11分46秒

第３位 小笠原高校  ２時間12分34秒
 

【団体の部 女子 ４ｋｍ】上位５名の合計 

  第１位 小笠原小学校 １時間39分22秒 

第２位 小笠原中学校 １時間46分12秒 

 第３位 う み が め １時間46分39秒  

【特別賞（65才以上最高齢完走者）】

 藤本 共正 
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祝 

成 

人 
 

今
年
め
で
た
く
成
人
さ
れ
、
大
人
の
仲
間
入
り
を

さ
れ
た
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
※
五
十
音
順
） 

【
父
島
】 

安

藤

有

希 
猪

村

希

恵 

大

村

恭

代 

菊

池

亜

衣 

菊

池

貴

之  

斎
藤
継
之
助 

坂
本
絵
梨
子 

笹

本

悠

夏 

佐

藤

依

世 

菅

野

伶

奈 

瀬

掘

健 

セ
ー
ボ
レ
ー
来
里 

船
津
の
ぞ
み 

三

橋

和

美 
宮

川

智

海 

宮

川

南

美 
 

山

下

裕

之    

【
母
島
】 

浅

沼

美

宇

阿

部

 

悠

茂

木

香

織 

山
中
慎
太
郎  

 

式
典
は
、
１
月
２
日(

月)

に
父
島
は
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
母
島
は
村
民
会
館
で
行
わ
れ
、
父
島
母
島

合
わ
せ
て
19
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

出
席
者
１
人
ず
つ
、
新
成
人
の
誓
い
の
言
葉
を
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。
今
後
の
新
成
人
の
皆
様
の
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小

笠

原

村

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、

２
月
８
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
昼
休
み
中
も
開
設
し
て
い
ま
す
。） 

【
場
所
】
父
島 

村
民
課
住
民
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

街
並
み
景
観
を
考
え
る
会
の
開
催 

  

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
都
道
の
リ
フ
ォ
ー
ム

プ
ラ
ン
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、リ
フ
ォ
ー
ム
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、

道
路
を
構
成
す
る
要
素
（舗
装
材
な
ど
）や
、
街
な
か

で
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
サ
イ
ン
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。 

 

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
ま
し
ょ
う
。 

【
日
時
】
２
月
３
日
（金
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 
 
 
 
 
 

 
 

年
間
業
務
委
託
の
契
約 

  

４
月
１
日
か
ら
行
う
年
間
業
務
委
託
に
関
す
る
契

約
手
続
き
を
、
２
月
下
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
行
う

予
定
で
す
。
発
注
予
定
表
に
つ
い
て
は
、
今
月
中
に

村
役
場
本
庁
舎
内
の
掲
示
板
に
掲
示
し
ま
す
。 

 

事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
資
格
等
が
必
要
な
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
各
事
業
担

当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
入
札
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
村
へ

の
業
者
登
録
が
必
要
で
す
。
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て

は
、村
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 
 
 

 

不
動
産
登
記
に
関
す
る
行
政
相
談 

 

東
京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
行
政
相
談

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
不
動
産
登
記
に
関

す
る
疑
問
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
20
日
（月
） 

 

○
午
前
９
時
～
11
時
30
分 

 

○
午
後
６
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
21
日
（火
） 

○
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

○
午
後
６
時
～
７
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
費
用
】
無
料 

 

※
登
記
済
証
や
測
量
図
な
ど
の
資
料
な
ど
を
お
持
ち

の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

法
人
格
を
持
た
な
い 

社
団
・
財
団
の
申
告
義
務 

  

法
人
の
登
記
を
し
て
い
な
い
団
体
で
、
次
に
該
当

す
る
場
合
は
、
「法
人
格
の
な
い
社
団
等
」と
し
て
、

法
人
格
を
持
つ
法
人
と
同
様
、
法
人
税
・
法
人
事
業

税
・
都
民
税
・
村
民
税
な
ど
の
申
告
義
務
が
あ
り
ま

す
。 

①
定
款
・
寄
付
行
為
・
規
約
等
に
よ
っ
て
代
表
者
ま

た
は
管
理
人
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
当

該
団
体
の
業
務
に
係
る
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
金

銭
、
物
品
等
を
管
理
す
る
等
の
業
務
を
主
催
す
る

者
が
事
実
上
あ
る
こ
と 

②
都
内
に
事
務
所
を
設
け
、
当
該
業
務
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
る
こ
と 

 

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
団
体
は
、
事
業

年
度
終
了
後
、
２
か
月
以
内
に
申
告
・
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。
該
当
す
る
か
否
か
ご
不
明
な
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 

財
政
課
税
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

固
定
資
産
税
の
納
期
の
お
し
ら
せ 

 

平
成
17
年
度
固
定
資
産
税
の
第
４
期
納
期
限
は
、

２
月
28
日
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 ま

た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申

込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

            

父
島
成
人 

 

母
島
成
人 
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 所得の申告（確定申告と村・都民税の申告） 
 

個人の所得（収入）に関する税申告には、所得税（国税）の確定申告と、村･都民税（地方税）の申告があります。以下の「所得の申

告をしなくてもよい人」以外の方は、平成１７年中（１月１日から１２月３１日まで）の所得に関する申告が必要です。 
なお、所得税の確定申告をする方は、村・都民税の申告は必要ありません。所得税や村・都民税は、様々な行政サービスを行う

ための大切な財源となりますので、期限内に申告をお願いします。 
【申告期間】２月１６日(木)～３月１５日(水)  

【芝税務署による出張相談申告日】 

 父島 ３月２日(木)、３日(金)、６日(月) 村役場２階会議室  午前９時～午後４時（正午～午後１時３０分まで除く） 

 母島 ２月２７日(月)、２８日(火)    母島支所２階会議室 午前９時～午後４時（正午～午後１時３０分まで除く） 

【受付場所】（１）所得税確定申告書：芝税務署、財政課税務係、母島支所庶務係で申告書を受け付けます。ただし、村の窓口に 

申告書を提出した場合には仮受付となります。 

(２）村･都民税申告書：財政課税務係および母島支所庶務係 
 

 

【 所得の申告をしなくてもよい人 】 
 

（１）給与収入のみの所得者で、源泉所得税の年末調整がされている人       
（２）年金収入のみの所得者で、扶養親族等の申告を年金支払者（社会保険庁等）に提出している人 

 

【 所得税関係書類の送付について 】 
 

○ 所得税の申告書等関係書類は、個人事業者で毎年申告

されている方、事業開始届を税務署に提出された方等

には、芝税務署より直接送付されます。 
○ 村役場窓口での所得税申告書等関係書類の配布は、２

月初旬からとなる見込みです。 

 

 

【 所得税確定申告が必要な方 】 
 

（１）一般の場合：事業を営んでいる方や不動産収入のある方など 
（２）給与所得者の方：次のいずれかに該当する場合は申告が必要です。

①給与、賃金、報酬などの合計収入が１０３万円以上あり、所得税

の源泉徴収がされていない方（アルバイトやパートを含む） 
②給与の年収が、２０００万円を超える方 
③給与所得と退職所得以外の所得があり、それらの所得合計額が 
２０万円を超える方 

④２か所以上から給与を受け、合算して年末調整されてない方 
（３）土地や建物を売却された方 
（４）退職金の支払を受けた人で、その支払を受ける際に２０％の税率

で源泉徴収され、その退職所得について正規の方法で税額を計算

した場合に、その税額が源泉徴収された金額よりも多くなる方 
（５）次の方は、確定申告により税金が還付される場合があります 

①マイホームを住宅ローンで取得した方 
②多額の医療費を支払った方 
③年の中途の退職などにより、年末調整を受けていない方 
④国や地方公共団体、特定公益増進法人等に寄付金を支払った方 
⑤所得税の減免や雑損控除の適用を受けようとする方   など 

 

【 所得税確定申告の主な改正 】 
 

○ 平成１７年中に納付した国民年金保険料を社会保険 
料控除として申告する場合には、社会保険庁が発行し

た「社会保険料控除証明書」の添付又は提示が義務付

けられました。 
○ ６５歳以上の方の公的年金等所得金額の計算方法に

ついて、次のとおり変更されました。 
①公的年金等収入金額が２６０万円未満から３３０

万円未満へ変更 
②公的年金控除額が１４０万円から１２０万円へ変

  更 
○ 老年者控除（５０万円）が廃止されました。 

 

【 収入が無い方などの申告 】   
 

収入が無い方や少ない方などで所得税確定申告の必要のない方、または給与支払者（個人及び法人）から村に給与支払報告書が提

出されていない方などは、村･都民税の申告をお願いします。村･都民税の申告は、村･都民税課税台帳の作成資料となりますので、

この申告をされないと所得証明や非課税証明などの各種税関係証明書の交付ができません。また、国民健康保険税や保育料の算定

資料や児童手当などの各種福祉関連手当などの申請・受給の際の大切な資料にもなります。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問合せ先 財政課税務係 ２－３１１２  

 

 

インターネットでの申告について 
 

国税庁のホームページ（http://www.nta.go.jp/）の「申告書作成のコー

ナー」では、所定の手順にしたがってＡ４サイズの普通紙に印刷すれば、

確定申告書が作成でき、その申告書をそのまま税務署に提出できます。 

本年から印刷はモノクロでの提出が可能です。また上場株式等を売却 

された方の申告書も作成できるようになりましたので、ご利用ください。

 

 

個人事業者の消費税の申告 
 

【消費税の申告が必要な方】 

 ○基準期間（平成１５年分）の課税売上高が 

  1000万円を超える事業者 

○消費税課税事業者選択届出を提出した事業者 

【申告納税期間】３月３１日まで 
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第
10
回
く
ら
し
の
総
合
相
談
開
催 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
、「
第
10
回
く
ら
し

の
総
合
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
総
合
相
談(

法
律
・税
務
等
）、
遺
言
相
談 

 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
務
相
談
、
遺
言
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る

場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
。 

【
日
時
】
２
月
12
日
（日
）午
後
７
時
～
９
時 

 
 
 
 
 
 

13
日
（月
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
場
所
】
父
島 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
そ
の
他
】
予
約
不
要 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室 

「
確
定
申
告
を
し
よ
う
！ 

 
 
 
 
 
 

～
確
定
申
告
は
、
こ
う
変
わ
っ
た
！
」 

  

税
理
士
が
確
定
申
告
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
講
演
後
、
個
別
の

ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。 

 

今
年
か
ら
、
高
齢
者
の
税
金
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
２
月
13
日
（月
）午
前
９
時
～
10
時 

【
場
所
】
父
島 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 

  

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
５
０
―
５
５
２
０
―
３
７
３
８ 

０
８
０
―
１
０
８
７
―
５
４
７
７ 

 

村
営
バ
ス
事
業
の
業
務
委
託 

  

村
営
バ
ス
事
業
は
、
６
月
１
日
よ
り
、
業
務
委
託

を
行
な
い
ま
す
。 

【
委
託
内
容
】 

①
村
営
バ
ス
の
運
転
業
務
及
び
こ
れ
に
付
帯
す
る

業
務 

②
各
種
乗
車
券
の
販
売
・
管
理 

③
村
営
バ
ス
事
業
に
係
る
釣
銭
・
売
上
金
等
の
金

銭
の
管
理 

④
営
業
所
へ
の
来
客
・
問
合
せ
等
の
対
応 

⑤
そ
の
他
①
～
④
に
関
係
す
る
業
務 

 ※
委
託
業
者
は
、
次
の
項
目
を
満
た
す
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。 

①
法
人
で
あ
る
こ
と 

②
運
転
手
は
大
型
二
種
免
許
を
所
有
も
し
く
は
委

託
開
始
日
ま
で
に
取
得
し
て
い
る
こ
と 

③
労
働
基
準
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
職
業
安
定

法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
、
雇
用
保
険

法
そ
の
他
の
社
会
保
険
諸
法
令
上
の
責
任
を

全
て
負
い
、
責
任
を
持
っ
て
労
務
管
理
を
行
な

う
こ
と 

※
発
注
予
定
表
は
２
月
中
に
役
場
本
庁
舎
内
の
掲
示

板
に
掲
示
し
ま
す
。 

※
入
札
は
３
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

※
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
村
へ
の
業
者
登
録
が
必

要
で
す
。
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
課
財

政
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

  

２
―
３
１
１
４ 

財
政
課
財
政
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
２  

小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

入
選
者
決
定 

 

２
０
０
５
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

（審
査
委
員
長
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
榊
原
透
雄
氏
）を
実

施
し
、次
の
と
お
り
入
選
者
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
入
選
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
入
選
者
】
※
「 

」
内
は
作
品
名 

《
金
賞
》「
ウ
シ
バ
ナ
ト
ビ
エ
イ
の
舞
」 

 
 

小
笠
原 

滋
（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 

《
銀
賞
》「
四
面
イ
ル
歌
」 

房
野 

剛
（
父
島
） 

《
銅
賞
》「
焔
」 

加
藤 

久
司 

（
愛
知
県
刈
谷
市
） 

《
イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
部
門
賞
》「
大
迫
力
」 

諸
江 

貴
（
父
島
） 

《
マ
リ
ン
部
門
賞
》「
カ
メ
っ
！
」 

牛
木 

一
成
（
千
葉
県
八
千
代
市
） 

《
フ
ィ
ー
ル
ド
部
門
賞
》「
南
の
島
の
白
い
花
」 

小
坂 

時
子
（
東
京
都
多
摩
市
） 

《
デ
ジ
カ
メ
部
門
賞
》「
幻
想
の
世
界
へ
」 

小
林 

勝
己
（
東
京
都
西
東
京
市
） 

《
佳
作
》「
夕
焼
と
カ
ヌ
ー
」 

黄 

銘
志
（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 

《
佳
作
》「
ジ
ャ
ン
プ
！！
」 

柴
崎 

康
彦
（
東
京
都
文
京
区
） 

《
佳
作
》「
楽
し
い
小
笠
原
」 

津
久
井 

千
恵
（
東
京
都
板
橋
区
） 

《
佳
作
》「
不
思
議
空
間
」 

加
藤 

雄
一
郎
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
） 

《
佳
作
》「
黒
点
黄
蝶
」 

清
水 

尚
佳
（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 

《
佳
作
》「
キ
ャ
ベ
ツ
ビ
ー
チ
」 

冨
田 

マ
ス
オ
（
父
島
） 

《
佳
作
》「
に
ら
め
っ
こ
」 

三
井 

志
真
（
東
京
都
板
橋
区
） 

《
佳
作
》「『
空
へ
！
』」 

大
谷 
直
樹
（
東
京
都
港
区
） 

《
佳
作
》「
似
て
る
？
」 

重
田 

浩
二
（
母
島
） 

《
佳
作
》「
家
族
の
散
歩
」 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
グ
ラ
バ
ー
（
東
京
都
品
川
区
） 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課    

２
―
３
１
１
４ 

 

正
し
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方 

 

○
飲
み
物
（
酒
・
ジ
ュ
ー
ス
等
）・
し
ょ
う
ゆ
用
の

の
マ
ー
ク
が
あ
る
ボ
ト
ル
だ
け
が
対
象

で
す
。 

○
出
し
方 

 

・
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る 

・
ラ
ベ
ル
は
取
ら
な
い 

  

残
り
水
な
ど
で
、
か
る
く
す
す
ぐ 

  

踏
み
つ
ぶ
す 

 

○
青
色
の
資
源
コ
ン
テ
ナ
に
、
袋
か
ら
取
り
出
し
て

入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

○
コ
ン
テ
ナ
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
コ
ン
テ
ナ
の
上
に
置
い

て
く
だ
さ
い
。 

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
回
収

後
は
、
共
勝
丸
で
内
地
に
搬
出
し
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
す
。正
し
い
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

  

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

２
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

  

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
、

洗
濯
機
は
、
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出
を
行

っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
決
ま
り
次
第
村
掲
示
板
と
防

災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
排
出
の
手
順
】 

①
メ
ー
カ
ー
名
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
確
認 

②
村
役
場
で
メ
ー
カ
ー
番
号
と
品
目
番
号
を
確
認 
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※
特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断
が

難
し
い
た
め
、
必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

③
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
振
込
用
紙
へ
の
記
入 

※
記
入
内
容
を
誤
る
と
、
搬
出
当
日
に
引
き
取
り

が
で
き
ま
せ
ん
。 

④
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
り
込
む 

⑤
お
知
ら
せ
し
た
日
時
に
港
に
持
ち
込
む 

《
受
付
時
間
》 

○
父
島 

午
前
７
時
15
分
～
９
時 

○
母
島 

午
前
10
時
～
11
時 

※
海
況
等
に
よ
り
受
付
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

※
港
へ
持
込
み
の
際
、
海
上
運
搬
料
金
を
現
金

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

  

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
通
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
年
３
回
、

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
ま
た
は
母

島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
３
５

０
頭
を
超
え
る
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢
手
術
を
施
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 

２
月
６
日
（月
）～
19
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

【
日
程
】
２
月
18
日
（土
）、
19
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
期
間
】
２
月
１
日
（水
）～
14
日
（火
） 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

  

「
人
と
シ
ロ
ア
リ
の
住
み
分
け
」方
針
に
基
づ
く
、

シ
ロ
ア
リ
総
合
対
策(
第
３
回)

を
実
施
し
ま
す
。
集

落
内
外
の
調
査
と
駆
除
の
他
、
シ
ロ
ア
リ
全
般
の
無

料
相
談
、
土
地
・
家
屋
の
無
料
点
検
を
行
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
有
料
の
防
蟻
処
理(
５
年
保
証
付)

も
行
い

ま
す
の
で
、
新
築
予
定
の
方
、
現
在
の
保
証
期
間
が

ま
も
な
く
切
れ
る
ま
た
は
既
に
切
れ
て
い
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
期
間
】
２
月
１
日(

水)

～
24
日(

金) 

【
対
策
日
程
】
２
月
26
日(

日)

～
３
月
７
日(

火) 
 

※
点
検
・
駆
除
作
業
を
伴
う
申
込
み
は
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
（
有
料
）は
、
商
工

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
商
工
会 

 
 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

小
笠
原
小
学
校
学
習
発
表
会 

 

小
笠
原
小
学
校
で
は
学
習
発
表
会
を
２
月
10
日

（金
）か
ら
12
日
（日
）ま
で
行
い
ま
す
。
学
習
発
表
会

で
は
、
児
童
の
書
き
初
め
、
絵
画
、
工
作
、
家
庭
科

作
品
、
小
笠
原
タ
イ
ム
で
の
学
習
の
成
果
を
体
育
館

に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
村
民
の
方
々
の

作
品
も
ヤ
シ
の
木
教
室
に
展
示
し
ま
す
。 

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
日
時
】 

○
２
月
10
日
（金
）
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時 

 
 

○
11
日
（土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

○
12
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
場
所
】 

《
児
童
作
品
》
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

《
Ｐ
Ｔ
Ａ
・村
民
の
方
々
の
作
品
》ヤ
シ
の
木
教
室 

 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

※
受
付
は
、
体
育
館
玄
関
で
す 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

小
笠
原
中
学
校
・
お
披
露
目
演
奏
会 

 
 

 １
月
30
日(

月)

か
ら
行
っ
て
い
る
学
校
公
開
週

間
の
最
終
日
に
、
小
笠
原
の
音
楽
教
育
を
応
援
す
る

会
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
楽
器
の
お
披
露
目
演

奏
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
本
校

の
全
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
を
、
地
域
の
方
と
一

緒
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
２
月
３
日
（金
） 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分 

 
 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
体
育
館 

 
 
 
 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 

訪
問
演
奏
会
の
お
知
ら
せ 

  

小
笠
原
中
学
校
で
は
、「
地
域
社
会
に
対
す
る
貢 

献
と
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
」の
一
環
と
し
て
、 

父
島
在
住
の
お
年
寄
り
の
方
々
の
た
め
に
、
全
校
生 

徒
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
合
唱
の
訪
問
演
奏
会
を 

行
い
ま
す
。 

 

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
２
月
９
日
（木
）
午
後
２
時
10
分
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 

村
長
出
張
報
告 

 
 

【
出
張
期
間
】
１
月
15
日
～
28
日 

○
国
・
都
関
係
機
関
打
ち
合
わ
せ 

○
市
町
村
長
合
同
会
議
出
席 

○
小
笠
原
振
興
開
発
審
議
会
出
席 

他 
 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

      

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
日
時
】
２
月
18
日
（土
）午
前
９
時
～ 

【
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

※
合
格
者
に
は
、後
日
実
技
講
習
を
実
施
し
ま
す
。 

【
持
ち
物
】 

 

○
住
民
票
１
通 

（本
籍
記
載
で
６
か
月
以
内
の
も
の
） 

○
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
） 

○
手
数
料 

３
３
０
０
円 

○
筆
記
用
具
（
鉛
筆
ま
た
は
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
） 

【
申
込
期
限
】
２
月
17
日
（金
）
午
後
５
時
15
分 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 
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自
動
車
税
の
月
割
計
算
の
廃
止 

  

平
成
18
年
度
分
の
自
動
車
税
か
ら
、
引
越
し
や
売

買
に
よ
っ
て
現
在
所
有
し
て
い
る
自
動
車
の
ナ
ン 

バ
ー
が
他
道
府
県
の
ナ
ン
バ
ー
に
変
わ
っ
て
も
、
そ

の
年
度
に
お
け
る
自
動
車
税
の
月
割
計
算
に
よ
る
還

付
や
新
た
な
課
税
は
な
く
な
り
ま
す
。 

【
例
】 

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
が
東
京
都
に
自

動
車
税
を
納
め
ま
し
た
。
同
年
７
月
18
日
に

Ａ
県
に
引
っ
越
し
た
た
め
、
Ａ
県
の
ナ
ン 

バ
ー
に
変
更
登
録
を
し
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
で
は
、
８
月
以
降
の
自
動

車
税
が
、
Ａ
県
か
ら
月
割
で
課
税
さ
れ
、
東

京
都
か
ら
は
還
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
以
降
は
、
月
割
計
算
に
よ
る

新
た
な
課
税
や
還
付
は
な
く
、
翌
年
度
か
ら

Ａ
県
よ
り
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

※
廃
車
し
た
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
月
割
計
算

に
よ
っ
て
抹
消
登
録
の
翌
月
分
以
降
は
還
付
さ
れ

ま
す
。 

※
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
年
度
末
に
廃
車
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
３
月
中
に
島
外
に
搬
出
し
て
も
、
抹
消
登

録
が
４
月
以
降
に
な
り
ま
す
と
、
自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
島
外
搬
出
及
び
抹

消
登
録
共
に
年
度
内
に
完
了
す
る
よ
う
、
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
来
島 

 

東
京
都
で
は
、「
島
し
ょ
芸
術
文
化
振
興
事
業
」と

し
て
、
２
～
３
月
に
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（※
）
４

組
を
小
笠
原
村
に
派
遣
し
ま
す
。 

滞
在
中
は
、
父
島
と
母
島
の
小
・
中
学
校
や
福
祉

施
設
を
訪
問
す
る
ほ
か
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出

現
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
27
日(

月)

午
後 

《
場
所
》
沖
港
岸
壁 

【
父
島
】 

 

《
日
程
お
よ
び
場
所
》 

○
３
月
１
日(

水) 
 

 
 
 
 

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
見
送
り 

 
 

○
３
月
４
日(

土) 

 
 
 
 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
出
迎
え 

 
 

○
３
月
５
日(

日) 
 

 
 
 
 

く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ(

お
祭
り
広
場) 

【
来
島
す
る
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
】 

○
ケ
チ
カ
ブ
ラ
ス
カ
（
ジ
プ
シ
ー
音
楽
） 

○
ハ
ッ
ピ
イ
吉
沢
（
コ
メ
デ
ィ
・パ
ン
ト
マ
イ
ム
・ 

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
） 

○
バ
ー
バ
ラ
村
田
（
パ
ン
ト
マ
イ
ム
） 

○
目
黒
陽
介
（
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
） 

【
主
催
・
共
催
】 

東
京
都
・
小
笠
原
村
・
小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

【
協
力
】
小
笠
原
村
観
光
協
会
・
母
島
観
光
協
会 

 

※
東
京
都
が
審
査
で
選
定
し
、
認
定
を
受
け
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト 

（http://w
w
w
.seikatubunka.m

etro.tokyo.jp/b

unka/heavenartist/index.htm
l

） 
 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

東
京
都
生
活
文
化
局
文
化
振
興
部
事
業
推
進
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
１
４
５ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
２
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
２
月
20
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

税
務
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

 

今
年
も
個
人
事
業
者
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近

づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

商
工
会
で
は
、
税
理
士
を
招
き
「税
務
相
談
会
」を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。税
金
に
つ
い
て
、疑
問
、

質
問
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
７
日
（火
）、
８
日
（水
） 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
10
日
（金
）、
11
日
（土
）、 

13
日
（月) 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
場
所
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
‐
し
っ
ぷ
）２
階 

 

【
持
ち
物
】 

 

○
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
類 

○
平
成
17
年
中
の
売
上
や
経
費
を
ま
と
め
た
も 

 
 
 

 

の 

○
昨
年
提
出
し
た
確
定
申
告
書
の
控
え 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
19
日
（日
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
20
日
（月
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
入
会
児
募
集 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会「
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

入
会
児(

平
成
18
年
４
月)

を
募
集
し
ま
す
。 

【
入
会
資
格
】 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
３
歳
児
（
平

成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年
４
月
１
日
生

ま
れ
） 

※
３
歳
児
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
４
歳
児

も
入
会
可
能
で
す
。 

 

②
保
護
者
が
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
の
方 

 

③
保
護
者
が
活
動
に
参
加
で
き
る
方 

【
申
込
期
間
】
２
月
３
日
（金
）～
10
日
（金
） 

【
募
集
人
数
】
25
名
程
度 

【
費
用
負
担
】
入
会
金
お
よ
び
毎
月
の
利
用
料 

【
入
会
説
明
会
】 

《
日
時
》
２
月
３
日
（金
）
午
後
２
時
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
そ 

の 

他
】 

○
引
き
続
き
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も
新
た
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

 

○
入
会
案
内
、
入
会
申
込
書
は
説
明
会
で
お
配
り

し
ま
す
。 

※
入
会
を
考
え
て
い
る
方
は
、
説
明
会
に
必
ず
お
越

し
く
だ
さ
い
。
説
明
会
の
間
、
お
子
さ
ん
が
遊
ん
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で
い
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

◎
２
月
・
３
月
は
、
図
書
整
理
期
間
で
す 

図
書
室
で
は
、
行
方
不
明
の
本
が
後
を
絶
た
ず
、

利
用
さ
れ
る
方
々
に
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お

り
ま
す
。 

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
で「
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室
」

や
「
父
島
村
民
会
館
」
の
本
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、

お
早
め
に
ご
返
却
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

誰
が
い
つ
借
り
た
な
ど
分
か
ら
な
く
て
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
旨
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
図
書
の
寄
贈
に
つ
い
て 

 

２
０
０
５
年
の
寄
贈
総
数
は
、約
２
７
０
０
冊（
２

１
４
件
）
で
し
た
。
多
数
の
図
書
や
雑
誌
を
寄
贈
い

た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

図
書
を
寄
贈
し
て
頂
く
際
に
は
、
次
の
こ
と
を
目

安
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ○
小
笠
原
に
関
連
す
る
本 

○
最
近
１
～
２
年
間
の
新
刊
本 

○
今
、
人
気
の
あ
る
本 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
書
き
込
み
や
傷
み
の
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
古
本
は
図

書
室
で
は
活
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

２
―
２
９
１
１  

３
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

は
は
じ
ま
丸
の
運
賃
に
「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
」
を
適
用
し
て
い
ま
す
。 

３
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
２
月
か
ら
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

※
（  

）
内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》 

大
人 

８
３
５
０
円
（
＋
７
９
０
円
） 

小
人 

４
１
８
０
円
（
＋
４
０
０
円
） 

《
２
等
》 

大
人 

４
１
８
０
円
（
＋
４
０
０
円
） 

 
 
 

小
人 

２
０
９
０
円
（
＋
２
０
０
円
） 

《
村
民
割
引
（
往
復
）》 

大
人 

５
４
４
０
円
（
＋
５
２
０
円
） 

小
人 

２
７
２
０
円
（
＋
２
６
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
５
７
２
円
（
＋
５
０
８
円
） 

《
２
等
品
》
８
０
３
６
円
（
＋
４
７
６
円
） 

《
３
等
品
》
７
５
０
１
円
（
＋
４
４
５
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（
１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
５
９
円
（＋
51
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
４
７
円
（＋
38
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
工
事
の
お
知
ら
せ 

  

６
月
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
の
使
用
を
可

能
に
す
る
た
め
、
無
線
基
地
局
で
の
改
造
作
業
を
行

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
携
帯
電
話
の 

 

サ
ー
ビ
ス
が
一
時
中
断
し
ま
す
。
ご
迷
惑
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

【
日
時
・
場
所
】 

 

○
２
月
７
日(

火) 

午
前
９
時
～
午
後
１
時
（清
瀬
地
区
） 

 

○
２
月
８
日(

水) 

 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
１
時(

夜
明
山
地
区) 

 

○
２
月
10
日(

金) 

 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
１
時(

大
根
山
地
区) 

 

○
２
月
12
日(

日) 

 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
１
時(

母
島) 

 

※
工
事
の
都
合
に
よ
り
、
日
程
お
よ
び
時
間
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
線
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
・
尾
崎
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
６
１
―
４
８
５
０ 

 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
in
お
が
さ
わ
ら 

 

【
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
ろ
う
】 

 

毛
糸
で
か
わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
ろ
う
。 

《
日
時
》
２
月
１
日
（水
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
手
が
入
る
く
ら
い
の
お
け
ま
た
は
ボ

ウ
ル
、
タ
オ
ル
、
ハ
サ
ミ 

【
山
あ
そ
び
の
達
人
】
※
予
約
制 

 

ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
へ
行
こ
う
。 

《
日
時
》
２
月
５
日(

日) 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
小
港
海
岸
バ
ス
停
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
飲
み
物
（多
め
に
）、
お
や
つ
、

雨
具
（カ
ッ
パ
、
傘
等
）、
タ
オ
ル 

【
土
星
の｢

わ｣

の
絵
を
か
こ
う
】 

 

土
星
の｢

わ｣

っ
て
ど
ん
な
だ
ろ
う
。 

《
日
時
》
２
月
８
日
（水
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
お
か
し
作
り
の
達
人
】
※
予
約
制 

 

島
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
つ
く
ろ
う
。 

《
日
時
》
２
月
12
日
（日
） 

午
前
11
時
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
タ
オ
ル
、

皿
、
コ
ッ
プ
、
フ
ォ
ー
ク 

【
動
物
に
な
っ
て
あ
そ
ぼ
う
】 

 
 

小
笠
原
に
は
ど
ん
な
動
物
が
い
る
か
な
。 

《
日
時
》
２
月
15
日
（水
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

【
冒
険
の
あ
そ
び
の
達
人
】
※
予
約
制 

 
 

遊
歩
道
を
歩
い
て
冒
険
あ
そ
び
を
し
よ
う
。 

《
日
時
》
２
月
19
日
（日
） 

午
前
10
時
50
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
小
港
海
岸
バ
ス
停
前 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、、
飲
み
物
、
お
や
つ
、
タ
オ
ル
、

雨
具
（
か
っ
ぱ
や
傘
な
ど
） 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
】
※
予
約
制 

 
 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
交
配
を
し
よ
う
。 

《
日
時
》
２
月
22
日
（水
） 

午
後
１
時
40
分
～
４
時 

《
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
汚
れ
て
も
よ
い
く
つ
、
服
装 

 

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
（保

護
者
同
伴
で
見
学
は
で
き
ま
す
。）。 

○
参
加
費
に
バ
ス
代
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

○
荒
天
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
あ
た
た
か
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 
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タバコの影響 

呼吸器・肺疾患、心疾患、全身の

がん、知的作業能率の低下、胃潰

瘍、十二指腸潰瘍、肌の老化、歯

周病、不妊、流産、低出生体重児、

乳幼児の突然死 

 

若さとタバコ 

喫煙を始める年齢が若いほど、心筋梗塞などの循

環器疾患や肺がんなどの死亡率が高いことがわか

っています。また、大人よりもニコチンに対する

依存性の形成が容易にされるため、短期間でタバ

コがやめられなくなります。若いうちは絶対タバ

コを吸わない。健康のためには大人になっても吸

わ

副流煙に含まれる有害物質 

（主流煙との比較） 

ニコチン・・・2.6～4.9 倍 

窒素酸化物・・・４～10 倍 

一酸化炭素・・・2.5～4.7 倍 

二酸化炭素・・・8.1～11.3 倍 

各種発がん性物質・・・2～30 倍

アルデヒド類・・・15～50 倍 

アンモニア・・・106～170 倍 

 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 ７２ 号 ― 

 
 

たばこの話 その１ 
2 月号と 3 月号ではたばこの話しをします。２月号では受動喫煙について特集します。  

  

                  

                                                          

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

       

イルカの伝言版 

 

 

 

健康に関するご相談先 

村民課福祉係 

２－3939 

イルカ： 今月は昨年８月から禁煙に成功している介護保険ケアマネージャーの金児

千鶴さんです。金児さんの禁煙体験談を聞かせてください。           

金児さん： 保健師さんから声をかけられたのがきっかけで まずは面談で禁煙にさ

しあたって不安なことなどをお話しし、禁煙にとりかかりました。最初の一週間は

食後などいつもタバコが置いてある場所につい手がいき、目の前で吸われることに

苛立ちもありました。毎日禁煙できたことに喜び、タバコを吸わない分、禁煙貯金

をしながら体と心の変化を禁煙日記に記し半年が経ちます。副流煙による受動喫煙

はものすごく害であることを認識し、タバコを吸う人は場所などを十分考慮して吸

うように心がけて欲しいです。 

イルカ： ありがとうございました。 

 

受動喫煙とは・・・ 

喫煙者が直接吸い込む主流煙に対し、灰皿に置いたり

指先に持っているタバコから立ち昇る煙を副流煙と

いいます。周りの人が吸っているタバコの副流煙を吸

い込んでしまうことを受動喫煙といいます。しかも副

流煙は主流煙よりもタバコの有害物質を多く含むの

で、タバコを吸わない人は受動喫煙によってタバコを

吸う人よりもより多くの害を受けてしまいます。 

注・本物のイルカはタバコを吸いません！

受動喫煙を防ぐためには・・・ 

１、屋外(ベランダ等)で吸うようにしましょう。 

換気扇の下では受動喫煙を防ぎきれません。 

２、禁煙をしましょう 

→次号「禁煙の方法」を特集します！ 

大切なのは、吸わない人への思いやり 
 わないという心がけが大切です。
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専
門
診
療
（小
児
科
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
７
日
（火
）
午
前 

 

《
受
付
時
間
》 

 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
７
日
（火
）
午
後 

《
受
付
時
間
》
午
後
２
時
30
分
～
５
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
そ
の
他
】 

受
診
さ
れ
る
方
は
、
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

今
月
は
、
小
児
科
専
門
医
師
が
来
島
し
ま
す
。
都

合
に
よ
り
栄
養
相
談
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
対
象
者
の

方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の
乳
幼

児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
・
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
６
日
（月
）午
後
３
時
～
５
時 

 

 
 
 
 

（
受
付
時
間 

午
後
３
時
～
４
時
30
分
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
８
日
（水
） 

○
午
前
９
時
～
正
午 

（
受
付
時
間 

午
前
９
時
～
10
時
） 

○
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

（
受
付
時
間 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
） 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

      

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
の
世
界
自
然
遺
産
の
報
道
に
つ
い
て 

【
新
聞
報
道
の
概
要
】 

年
明
け
早
々
の
先
月
４
日
、読
売
新
聞
１
面
に「
環

境
省
は
、
小
笠
原
諸
島
を
世
界
遺
産
（
自
然
遺
産
）

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
す
る
方
針
を
決
め
た
。」と

の
記
事
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

記
事
の
内
容
は
、「
同
諸
島
に
は
多
様
な
固
有
動

植
物
が
生
息
し
、
世
界
に
類
を
見
な
い
独
特
の
生
態

系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。」
と
し
、
小
笠
原
の
位
置
や

自
然
環
境
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
登
録
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
「
環
境
省
は
今
月
か
ら
登
録

手
続
き
作
業
に
着
手
、
２
０
０
９
年
世
界
遺
産
委
員

会
で
の
登
録
を
目
指
す
。」「
同
省
は
推
薦
書
の
概
要

版
に
あ
た
る
『
暫
定
リ
ス
ト
』
の
作
成
に
取
り
か
か

り
、２
０
０
７
年
１
月
、世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
、

２
０
０
８
年
１
月
に
、
国
と
し
て
の
保
護
政
策
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
正
式
な
推
薦
書
を
提
出
し
、
同
委
員

会
の
審
査
を
受
け
る
。」
な
ど
と
報
じ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
二
面
の
解
説
欄
で
は
、
世
界
遺
産
委
員
会

の
審
査
に
つ
い
て
「
固
有
種
が
多
い
こ
と
は
す
で
に

世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
（
エ
ク

ア
ド
ル
）
と
似
て
お
り
、
違
い
を
学
術
的
に
明
確
に

す
る
こ
と
が
鍵
を
握
る
だ
ろ
う
。
」
「
も
う
１
つ
の 

ハ
ー
ド
ル
は
、
固
有
種
の
生
息
環
境
を
乱
す
外
来
種

対
策
。（
略
）自
然
環
境
と
地
域
振
興
を
ど
う
両
立
さ

せ
る
か
も
重
要
な
課
題
だ
。（
略
）島
民
の
理
解
な
く

し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
保
護
策
は
成
り
立
た
な

い
。」
と
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
テ
レ
ビ
で
も
伝
え
ら
れ
た
模
様

で
あ
り
、
同
日
の
朝
日
新
聞
の
夕
刊
や
、
１
月
６
日

の
東
京
新
聞
で
も
同
様
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
た
め
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
中
で
も
目
に
さ
れ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

【
環
境
省
の
見
解
】 

 

こ
の
記
事
に
関
し
て
、
環
境
省
の
見
解
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。 

 

現
在
、
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
小
笠
原
諸
島
と
琉

球
諸
島
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
登
録
に
向
け
た
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
解
決
が
前
提
で
あ
る
こ
と
か

ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
確
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ

登
録
に
向
け
た
努
力
を
行
い
推
薦
へ
の
条
件
が
整
っ

た
も
の
か
ら
随
時
手
続
き
を
進
め
る
。 

 

小
笠
原
諸
島
に
つ
い
て
は
、
保
護
担
保
措
置
の
充

実
、
外
来
種
対
策
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
在
、
こ

れ
ら
へ
の
対
応
に
関
し
、
関
係
機
関
や
地
元
と
の
調

整
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
条
件
整
備
を
進
め
、

世
界
自
然
遺
産
へ
の
推
薦
を
早
期
に
で
き
る
よ
う
努

力
し
た
い
。 

 
 【

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
】 

 

世
界
遺
産
の
登
録
の
た
め
に
は
、
国
立
公
園
の
見

直
し
な
ど
保
護
担
保
措
置
の
充
実
や
、
ノ
ヤ
ギ
・
グ

リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
な
ど
の
外
来
種
対
策
、
航
空
路
と

の
両
立
な
ど
今
後
調
整
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
種
々
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
報
道
さ
れ
た
登
録
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
考
え

ら
れ
る
最
速
の
場
合
で
あ
り
、
確
定
し
て
い
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
京
都
に
お
い
て
も
航
空
路

開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
登
録
の
事
務
手
続
き
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の

意
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
と
し
て
も
国
や
東
京

都
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
ま
ず
は
推
薦
の
第
１
ス

テ
ッ
プ
で
あ
る
、
関
係
行
政
機
関
や
村
内
の
関
係
団

体
も
含
め
た
「
地
域
連
絡
会
議
」
を
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

モ
ク
マ
オ
ウ
駆
除 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

  

小
笠
原
で
は
固
有
の
生
態
系
を
守
っ
て
い
く
た 

め
、
外
来
種
対
策
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

村
で
は
、
こ
の
対
策
を
少
し
で
も
進
め
る
と
と
も

に
、
観
光
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
導
入
す
る
た

め
、
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ツ
ア
ー
参
加
者
の
共
同

に
よ
る
モ
ク
マ
オ
ウ
の
駆
除
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

２
月
は
第
２
回
目
と
し
て
、父
島
宮
之
浜
海
岸
で
、

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
観
光
客
の
共
同
作
業
で
モ
ク

マ
オ
ウ
の
駆
除
作
業
等
を
実
施
し
ま
す
。 

 

多
く
の
村
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

【
日
時
】
２
月
27
日
（月
）
午
前
９
時 

【
場
所
】
村
役
場
集
合 

【
作
業
内
容
】 

 
 

モ
ク
マ
オ
ウ
駆
除
、
在
来
植
物
植
樹
作
業 

 
 

炭
焼
き
レ
ク
チ
ャ
ー
（
希
望
者
の
み
） 

【
定
員
】
村 

民
20
名
（先
着
順
） 

 
 
 
 

観
光
客
30
名
（先
着
順
） 

【
申
込
期
限
】
２
月
24
日
（金
） 

【
そ
の
他
】 

 
 

第
３
回
目
は
３
月
18
日
に
実
施
し
ま
す
。 

 
 

※
作
業
前
日
に
外
来
種
問
題
の
事
前
レ
ク
チ
ャ
ー

を
行
い
ま
す
。事
前
レ
ク
チ
ャ
ー
の
参
加
は
自
由

で
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
日
時
】
２
月
26
日
（日
）午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 
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タッチプールにて、半日、下半身
水につかったままウミガメの説
明をする係員のお姉さん。 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
19 

「
親
離
れ
は
い
つ
？
」 

                   

 

写
真
に
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
を
し
た
２
頭
の
イ

ル
カ
が
泳
い
で
い
ま
す
が
、
実
は
こ
の
２
頭
は
親
子

で
す
。
下
側
が
親(

＃
55)

で
上
が
子
供(

＃
１
１
８)

で
す
。
こ
の
子
供
は
２
０
０
３
年
７
月
25
日
か
ら

30
日
の
間
に
産
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

１
m
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
子
供
が
、
親
に
連
れ
添

い
な
が
ら
元
気
に
泳
い
で
い
る
の
を
イ
ル
カ
調
査
隊

は
何
度
も
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
子
供
は
も
う
２
才

半
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
末
の
12
月
19
日
の
調
査

で
も
ま
だ
親
子
一
緒
に
泳
い
で
い
る
の
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
親
離
れ
？
子
離
れ
？

す
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

  

◎
講
演
会 

 

「
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の 

フ
ァ
ン
を
増
や
そ
う
！
」 

 
 

 

 

世
界
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
事
情
に
精
通
し

た
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
イ
ッ
ト
氏
の
基
調
講
演
と
、
日
本

各
地
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
関
係
者
を
交
え
て
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
パ
ネ
ル 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

【
日
時
】
２
月
21
日
（火
）午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
主
催
】
ア
イ
サ
ー
チ
・ジ
ャ
パ
ン
、
小
笠
原
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
、
東
京
都
小
笠
原

支
庁 

【
そ
の
他
】
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要 

 
◎
ク
ジ
ラ
の
陸
上
観
察
会 

 

【
日
時
】
２
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
ま
で
の

お
が
さ
わ
ら
丸
父
島
入
港
日 

 
午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台
（
現
地
集
合
・
解
散
） 

【
主
催
】
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

【
そ
の
他
】 

参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
、
荒
天
時
は
中
止 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
56 

 

―
ハ
ワ
イ
の
ウ
ミ
ガ
メ
「
ホ
ヌ
」
事
情
に
学
ぶ
― 

 

ハ
ワ
イ
諸
島
は
、
小
笠
原
諸
島
と
同
様
に
、
北
太

平
洋
に
お
け
る
有
数
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
繁
殖
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

研
究
者
の
調
査
結
果
で
は
、
ハ
ワ
イ
の
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
の
個
体
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
こ
こ
数
年
で
様
々
な
分
野
に
お

い
て
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
へ
の
人
々
の
関
心
が
急
激
に

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

【
ウ
ミ
ガ
メ
・
グ
ッ
ズ
】 

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
言

え
ば
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
模

様
の
代
表
と
も
い
え
る

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
柄
の

品
々
。こ
れ
と
同
様
に
、

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
模
様

が
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
に

姿
を
表
し
て
い
ま
す
。 

【
エ
コ･

ツ
ア
ー
の
目
玉
】 

数
年
前
ま
で
は
、
ご
く

少
数
の
地
元
の
人
だ
け
が
知
っ
て
い
た
カ
メ
が
昼

寝
を
す
る
浜
に
、
今
で
は
観
光
バ
ス
が
乗
り
つ
け

た
り
、
日
本
人
観
光
客
向
け
に
日
本
語
の
横
断
幕

が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
政
府
の
監

視
員
が
浜
に
常
駐
し
、
カ
メ
へ
の
注
意
を
促
す
と

同
時
に
、
生
態
に
関
す
る
解
説
も
行
い
ま
す
。 

  

      

  

 【
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

水
族
館
な
ど
で
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
い
く
つ
か
の
ホ
テ
ル
で
も
、
敷

地
内
に
ウ
ミ
ガ
メ
飼
育
池
を
作
り
、
研
究
者
や
水

族
館
と
共
同
で
、
宿
泊
客
に
対
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
へ

の
理
解
を
促
し
て
い
ま
す
。 

      

【
生
き
た
現
場
で
の
学
校
教
育
、
日
本
ま
で
】 

米

国
国
立
海
洋
水
産
局
と
地
元
の
学
校
が
共
同
で
、

ウ
ミ
ガ
メ
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま 

す
。
こ
の
輪
は
、
日
本
に
ま
で
広
が
り
、
１
月
に

父
島
に
停
泊
し
て
い
た
愛
知
県
立
三
谷
高
校
実
習

船
「
愛
知
丸
」
に
も
、
昨
年
は
ハ
ワ
イ
の
高
校
生

が
乗
船
参
加
し
、
衛
生
発
信
機
を
つ
け
た
ウ
ミ
ガ

メ
を
日
本
と
ハ
ワ
イ
の
ち
ょ
う
ど
中
間
地
点
で
放

流
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
海
洋
水
産
局
と
名
古
屋

港
水
族
館
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
日
本
と
ハ

ワ
イ
の
学
生
の
交
流
教
育
の
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。 

  

   

     

ハ
ワ
イ
語
で
ウ
ミ
ガ
メ
は
「
ホ
ヌ
」
と
呼
ば
れ
、

先
住
民
の
間
で
は
、
神
様
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
長
い
間
、
ウ
ミ
ガ
メ
漁
が
禁
止
さ
れ
て
い
た

せ
い
か
、
人
を
そ
れ
ほ
ど
気
に
せ
ず
浜
で
寝
て
い
る

光
景
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
半
面
、
ウ
ミ
ガ
メ

漁
再
開
の
声
が
あ
が
る
可
能
性
も
あ
り
、
エ
コ
・
ツ

ア
ー
な
ど
で
人
間
と
の
接
触
が
確
実
に
増
え
て
い
ま

す
。
今
後
起
こ
り
う
る
様
々
な
問
題
の
対
処
に
、
行

政
、
地
元
住
民
、
研
究
者
の
相
互
の
理
解
と
協
力
が

必
要
不
可
欠
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 

http://bonin-ocean.net 

 

 

月に一回の野生のウミガメ捕獲か
ら健康診断を、なれた手つきでドン
ドンこなす地元中学生と高校生。 

ウミガメ２頭、昼寝中！ 

ウミガメにアロハの心を示そう。 



父島動物巡回診療申込（～14） 出港日

シロアリ対策事業申込（～24）

定期予防接種（毎月の予防接種） 父島ノヤギ駆除

父島ノヤギ駆除

街並み景観を考える会

小笠原中学校・お披露目演奏会

ちびっ子クラブ入会児申込（～10） 父島動物巡回診療（～19）

原付免許学科試験実施日

高校図書館開放 高校図書館開放

入港日

東京三弁護士会法律相談(母島)

不動産登記に関する行政相談（父島）

入港日 母島巡回労働相談

乳幼児健診・歯科検診(母島) 東京三弁護士会法律相談(父島)

野ネコ対策事業（～19）

不動産登記に関する行政相談（母島）

小児科専門診療 講演会「ホエールウォッチングの

税務相談会（母島 ～8） 　　　　　　　　ファンを増やそう！」

村民意見・提案・相談受付窓口 出港日

乳幼児健診・歯科検診(父島)

出港日

小笠原中学校・訪問演奏会

都レンジャー募集締切 防災訓練

モクマオウ駆除ボランティア募集締切

小笠原小学校学習発表会（～12）

税務相談会（父島 ～11,13） 高校図書館開放

高校図書館開放

入港日

入港日 シロアリ対策事業（～3/7）

くらしの総合相談・遺言相談（～13）

くらしの法律教室 芝税務署による申告相談（母島 ～28）

モクマオウ駆除ボランティア作業実施日

ヘブンアーティスト（母島）

平成17年度固定資産税第４期納期限

7 火

8 水

5 日

6 月

15 水

21 火

20 月

18 土

19 日

4 土

行　事 予 定日付 曜日

1 水

日付 曜日 行　事　予　定

3 金
17 金

2 木 16 木

22 水

24 金

10 金

23 木

25 土

9 木

26 日

27 月

14 火 28 火

13 月

11 土

12 日

建国記念の日

　　　　　地産地消のすすめ
《情報交換の手段として何か良いアイデアはありませんか》

　　地産地消推進会議では村民に地産地消を理解していただくために農作物や鮮魚
の市を開いたり、村のイベントに直売所を出店するなどの活動も行っています。
地産地消を取組む中で、今どうしたら生産者と消費者を結ぶ「情報交換」を具体
化できるかが大きな課題となっています。
  　旬の農産物が沢山できたので買ってもらおうとしても伝える手段がない、反対
に島内で栽培されている野菜が欲しくても何処で手に入れるのか、あるいは注文
できるのか分からないといったジレンマを解決しなければなりません。
 　情報交換のアイデアがありましたらぜひ推進会議までお寄せください。

《「島の料理法」常時募集中》

　　昔から伝わる小笠原ならではの料理法をみんなで守り伝えていきましょう。
　　口述でも構いません。特にご年配の方からの情報をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問合せ先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地産地消推進会議（総務課内)
                          　                               ２―３１１１

               ◆ ダンプレン（小麦粉団子入り肉野菜スープ）◆

《作り方》

① 鍋に湯を沸かし､沸騰したら鶏肉を入れる｡
② 適度に火が通ったら､玉ねぎ（一口大の乱
　切り）､にんじん（いちょう切り）を加え､
　あくを取りながら煮込む。
③ 適度に火が通ったら鶏がらスープを加え､
　味を見る｡塩気が足りなければ塩を足す｡
④ 小麦粉を水で溶き､全卵を加えてダマが出
　来ないように混ぜ合わせる｡緩めに溶いた
　ほうが団子の食感は良い｡
⑤ ④をスプーンで③の中に落とし､しばらく
　煮る｡団子が浮き上がってきたら､黒こしょ
　うを振る｡

※玉ねぎ､にんじん以外にも野菜は好みで加え
　ても良い。(島セロリ､島じゃがなど)

（材料） 10人前

A.　小麦粉　　　　　   250g
B.　卵(全卵)　　　　  1個
C.　水　　　　　　　   適量
D.　鶏もも肉
　　（骨付きブツ) 　　   100g
E.　玉ねぎ　　　　　　大1個
F.　にんじん　　　　　1/2本
G.  鶏がらスープ(顆粒) 適量
H.　塩、黒こしょう、 　 適量

 今年の海びらきで好評だったダンプレンのレシピです｡


